
１４日（土）、京丹後市小・中学校音楽フェスティバルが丹後文化会館を会場に実施されました。

佐濃小学校からは、４，５，６年が学校の代表として出演しました。

運動会終了後から本格的な練習が始まり、音楽部の前田先生と塩見先生が中心となって指導を進

めてきました。指導の途中で、海部小学校の東先生や高龍中学校の山上先生などの他の学校の先生

の力も借りながら、子どもたちと佐濃小学校の先生の心が一つになって練習に取り組み、当日は、

素晴らしい発表を大勢の観客に披露することができました。

発表し終わってすぐに大きな会場からの多くの拍手をもらい、発表後は、多くの方からお誉めの言

葉ももらうなどして、子どもたちの表情もやりきった充実感にあふれていました。

会場から学校に帰ると１年から３

年までのみんなと先生方が出迎えに

玄関まで出てきてくれました。

そこでＣＤの伴奏に合わせて全校

の子どもたち、先生がもう一度、

「ありがとう」の歌の大合唱となり

ました。

そして、みんなで合唱していると、なんということでしょう。佐濃小学校の音楽フェスティバルで

の活躍を祝福するかのように、突然、空に虹がかかり始めました。みんなの大きな歌声と虹という最

高の場面設定の中、子どもたちと教職員が一体となって佐濃小学校の高まりを感じることができた瞬

間でした。

当日、会場まで足を運び応援をしてくださった保護者や地域の皆さん、本当にありがとうございま

した。また、この間の子どもたちの練習を家庭で支えていただいたすべての保護者の皆さんにも厚く

感謝いたします。おかげで当日は一人の欠席もなく、自分たちの持てる力を精一杯発揮することがで

きました。

なお、音楽フェスティバルで発表した２曲については、学習発表会の最後でも、もう一度保護者や

地域の皆さんに聴いていただく予定にしていますので、１４日に聞き逃した皆さんはぜひ楽しみにし

ておいてください。

《 発表を聴かれた保護者の皆さんからの感想 》
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音フェス、お疲れ様でした。佐濃小の児童、すごくすてきな歌声でした。聴いていて自然に涙が

出ました。感動しました。どちらもいい歌でしたね。「ありがとう」は歌詞の意味もしっかり考えら

れるような歌でした。

当日までのご指導、ありがとうございました。そして感動を与えてくれた子どもたちにも感謝です。

このすてきな歌声、学習発表会でも聞かせていただけるのでしょうか。ぜひ多くの方に聴いてほし

いです。

リズムに合わせて体を揺らしてうたっている姿を見ていると自然に目に涙が浮かんできました。

胸がとても熱くなり、とても感動しました。４～６年生全員どんなにがんばって練習したのか…。

最高の音楽フェスティパルでした。

音楽フェスティパル出場お疲れ様でした。練習の様子を子どもから聞いたり、通信などで知らせ

ていただいたりして、とても楽しみにしていました。参加校すべて本当に一生懸命さが伝わってき

ました。佐濃小の皆さん、本当に楽しそうに大きな口をあけて元気いっぱい心を一つにしての発表、

感動しました。先生方の指導もすばらしかったです。日々の練習の成果が存分に発揮されていたと

思います。

音フェス、すごくよかったです。ジーンとくるものがありました。涙ぐんでしまいました。思わ

ず「アンコール」と言いたいくらいでした。子どもにも「すごくよかったよ」と言うと、ちょっと

照れくさそうでした。

大舞台で緊張したと思いますが、皆大きな声で、大きいだけでなくとてもきれいな声で歌えてい

て、とても感動しました。

感動したことを子どもに伝えると、とてもうれしそうにしてくれたので、私もうれしくなりまし

た。先生方のご指導とても大変だったと思いますが、ここまで一生懸命になって練習できたことは、

子どもたちの力になっていると思います。本当に感動をありがとうございました。


